
 

見直しの視点及び内容 今後の対応等 

１ 地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する市町村の包括的な支援体制の構築の支援 

既存の相談支援等の取組を活かした住民への包括的な支援体制の整備、新たな事業及びその財政支援

規定の創設等を行う。 
・市町村において、①相談支援、②参加支援、③地域づくりに向けた支援を実施する事業を創設 
・新規事業を実施する市町村に対して、交付金を交付 

・新規事業は市町村の手あげに基づく任意事業 
・事業実施の際には、①～③の支援は全て必須 
 

２ 地域の特性に応じた認知症施策や介護サービス提供体制の整備等の推進 

・認知症施策の地域社会における総合的な推進に向けた国及び地方公共団体の努力義務を規定 
・市町村の地域支援事業における関連データの活用の努力義務を規定 
・高齢者人口や介護サービスのニーズを中長期的に見据えた介護保険事業計画の作成 
・食費居住費の助成（特定入所者介護サービス費）の見直し 
・高額介護（予防）サービス費の見直し 

・介護保険事業計画の記載事項として、有料老人ホ

ーム及びサービス付き高齢者向け住宅の設置状

況を追加 
・改正内容に応じた対応 

３ 医療・介護のデータ基盤の整備の推進 

地域の医療・介護の状況を正確に把握し、医療・介護分野の調査分析、研究を促進する。 
・介護分野のデータ（VISIT 情報、CHASE 情報等）活用の環境整備 
・医療・介護分野のデータの名寄せ・連結精度の向上等 

 

４ 介護人材確保及び業務効率化の取組の強化 

地域の高齢者を支える人的基盤の確保を図るため、介護人材の確保や介護業務の効率化に係る取組を

強化する。 
・介護保険事業計画の記載事項に、介護人材確保及び業務効率化の取組を追加 
・有料老人ホームの設置等に係る届出事項の簡素化 

・本市事業計画に、介護人材確保及び業務効率化の

取組を盛り込む 

５ 社会福祉連携推進法人制度の創設 

社会福祉事業に取り組む社会福祉法人やＮＰＯ法人について、相互の業務連携を推進する「社会福祉

連携推進法人」を創設する。 

・所轄庁（厚労大臣、県知事、市長のいずれか）は

要件を満たした法人を認定・監督 
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介護保険制度改正の主な内容 
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令和２年度 北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議 

介護保険に関する会議 年間スケジュール（予定） 

 
議題概要（案） 

第１回（７月３日） ■質の向上推進会議の運営について 

■次期「北九州市いきいき長寿プラン」の策定について 

■介護保険の実施状況 

■第８期介護保険事業計画の策定に向けて 

第２回（１０月） ■第８期施設整備計画の方向性について 

■第８期介護保険料算定の考え方について 

■次期「北九州市いきいき長寿プラン」の試案について 

■介護人材の確保・定着に向けた取組み 

■「特別養護老人ホームの入所受入れに係る調査」等の結果報告 

■介護ロボット等を活用した「先進的介護の北九州モデル」の普及 

 

第３回（１１月） ■第８期施設整備計画について（整備量） 

■第８期介護保険料（概算） 

■次期「北九州市いきいき長寿プラン」 総論・各論について 

第４回（２月） ■第８期介護保険料について 

■介護報酬改定案について 

※ 上記は現時点での案であり、今後変更となる場合があります。 
※ 制度改正等に係る国からの情報提供については、資料の送付等により適宜お知らせします。 


